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1 ．問題、心理臨床の場でアイドルにつ
いて語ること

岩宮(2009)などが指摘するように、近年の心理
臨床の場面の中でアイドルについての話題は多く
聞かれる話題の一つである。実際、臨床の場面で
は、ジャニーズのような男性アイドルのみならず、
AKBグループのような女性アイドルについての
語りも多く聞かれる。そして、岩宮(2009)は、
「アイドルがいかに影で努力をして現在のスキル
を身につけているのかとか、どれほどの不遇の時
代を超えて今があるのかといった、アイドルとい
う輝きの裏に潜む影の物語にコミット」しながら、
つまり、表に見える姿だけではなく、その背景で
努力している姿に自分自身の姿を投影しながらア
イドルについて語られることがあるという。心理
臨床の場面でアイドル達について語ることの中に
は、そこにクライエント自身の様々な内的なイ
メージが投影されていると考えられる。そして、
アイドルについて語ることで、「アイドルから喚
起されるイメージを治療者との間で語ることによ
って、自分の無意識での動きが少し意識化され、
それが悩みの中枢部分に動きを与えて現実的な変
化に連動していく」(岩宮，2009)ことがあること
が指摘されている。つまり、努力をするアイドル
の姿には、悩みや苦しみを抱えながら懸命に生き
る自分自身が投影され、アイドルについて語る中
で、そのイメージの動きが実際の変化にもつなが
っていくと考えられる。河合(1992)が「中・高校
生などでは、このように自分の『好きなこと』や
趣味などについて熱中して語っているだけで問題
が解決される場合がある。本人はそれと気づいて
いなくても、治療者としては、その中におけるイ
メージの展開のなかに、治療の過程を読み取るこ
とができる場合がある」というように、好きなも

のが語られる中に、クライエント自身の様々な思
いが投影されているということは、これまでにも
多く述べられている。

しかし、岩宮(2009)は、近年の思春期臨床にお
いては、アイドルの姿に自分自身の姿を投影して
いると考えて読む「トラッドな読み筋」ではうま
く理解できないことが増えてきたという。それは、
アイドルの成長物語として、あるいは苦悩を克服
していく物語として、クライエントがアイドルに
ついて語り、そこに自らの成長や苦難といった内
面のイメージを投影しているという“読み”が成立
しなくなってきている、という実感の表明だと言
える。そこには、岩宮(2009)が「思春期において
最も大事な『内面』が育っていないということを
示している」可能性を指摘しているように、クラ
イエントの質の変化の可能性が考えられる。それ
は、「本人自身も何となく居心地の悪さは感じて
いるけれど、それについて自分のことを振り返っ
て考えてみたり、自己嫌悪で苦しんだりする……
という内面のプロセスに行かず、すべて外側で起
こっている問題のせいにしてしまう」(岩宮，
2009)と言うように、現代に思春期を生きる人々
が、かつてアイドルに託して語られたような様々
な思いを内面に抱える力がなくなってきているの
かもしれない。しかし、アイドルが様々な投影を
引き受ける存在だということを考えるならば、内
面に抱える力がないというのではなく、アイドル
に投影されていることが変わってきている可能性
も考えられるだろう。

そこで、ここでは心理臨床の文脈の中で現代の
アイドルに関する語りを理解するための前提とし
て、現代のアイドルに投影されているもの、ある
いは現代のアイドルが引き受けているイメージと
は何なのかという点について検討していきたいと
思う。

その際、アイドルを「あやつり人形」(太田，
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2011)という観点から考察していきたいと思う。
太田(2011)はアイドルが生まれてきた過程に重要
な役割を果たした、『スター誕生！』のようなテ
レビ番組において、視聴者がテレビの中で歌って
踊るアイドルの振り付けを見て、それをさせてい
るスタッフに目を向けるとき、「一つは、アイド
ルの振り付けから直に感じる楽しみであり、もう
一つは、自分が、そういうアイドルを背後であや
つる存在になったところを想像する楽しみ」(太
田，2011)という二つのアイドルの楽しみ方が生
まれるとしている。そして、そこに「『あやつり
人形』だからこそ好きという態度が生まれてく
る」(太田，2011)と述べている。つまり、アイド
ルはプロデューサーや作曲家、作詞家、あるいは
振付師といった人のイメージを託され、動かされ
る人形のような存在として視聴者によってみられ、
そして「あやつり人形」としての現代のアイドル
が生まれてきたと考えられる。ここで重要だと考
えられるのが、アイドルは「スタッフや出演者の
側に、新しいスターの時代を切り開いているとい
う気持ちがあったとしても、視聴者における二つ
の視線がそこに加わらなければ、私たちが現在イ
メージするようなアイドルは誕生しえなかった」
(太田，2011)とされるように、ファンなど一般の
人のイメージをも引き受ける存在だという点であ
る。アイドルは、実際に作詞や振り付けをする制
作側の人間だけではなく、ファンなどを含めて
様々な人の思いが投影される「あやつり人形」と
して捉えることができる。

アイドルを「あやつり人形」として考える上で
は、あこがれや理想的な異性像を投影するという
考え方もあるだろう。しかし、人形という観点か
ら考えるとき、菱田(2012)は、人形が古来、「代
受苦」という役割を担っていたことを明らかにし
ている。つまり、夏越の祓の際に用いられる形代
のように、人形は自分の身の穢れといった苦しみ
を代わりに引き受けてくれる存在として考えられ、
現代の人形においても、同様の役割を担っている
と考えられるというのだ。「あやつり人形」とし
て考えるとき、アイドルたちもまた我々の投影す
るイメージを引き受けていると考えられ、我々の
生きる苦しみを代わりに担っている可能性も考え
られるのではないだろうか。つまり、苦しみを抱
えながら生きる自らの姿をアイドルに投影し、そ

れがアイドルを応援することにつながっている、
と考えられる。ここからは、こうしたファンなど
のイメージを投影される「あやつり人形」という
観点でアイドルについて考察していきたいと思う。

2 ．現代のキーワードとしての「キャラ」

アイドルについて語ることを考える上で、はじ
めに、現代に特徴的だと考えられるテーマについ
てみていきたいと思う。ここで取り上げるのは
「キャラ」(伊藤，2005)というキーワードである。

キャラという言葉は、以前より、キャラクター
の省略形として使われることは見られたが、特に
伊藤(2005)以降、現代を理解する重要なキーワー
ドの一つのとしてつとに語られてきている。伊藤
(2005)のキャラ論は、主に漫画やアニメの二次創
作に関して、「キャラクター」という言葉と区別
する形で用いられている。伊藤(2005)は主に漫画
を分析の対象にしながら、「『人格』を持った『身
体』の表象として読
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、テクストの背
後にその『人生』や『生活』を想像させるもの」
であるキャラクターという概念と比較して、キャ
ラという概念を「多くの場合、比較的簡単な線画
を基本とした図像で描かれ、固有名で名指される
ことによって(あるいは、それを期待させること
によって)、『人格・のようなもの』としての存在
感を感じさせるもの」と定義している。つまり、
漫画の登場人物には物語の中で悩んだり成長した
りする、物語の文脈自体に依存したキャラクター
としての強さと、文脈に依存することなく、それ
ゆえ物語自体から離れて二次創作や、キャラク
ター商品として展開されるようなキャラの強さと
いう二つの軸が考えうるという。

キャラクターという側面について、伊藤(2005)
は、矢沢あいの漫画『NANA』を例として取り
上げ、「多くの読み手も『NANA』に登場するハ
チや他の登場人物を『あたかも現実の人物のよう
に』語り得ている」として、「登場人物たちを、
たとえば『友達の友達』の話であるかのように語
る」ということが可能になるのであり、キャラク
ターを中心とした語りは、そうした読みが主流と
なっていると述べている。先に挙げた、岩宮
(2009)による『冬のソナタ』などの作品の分析、
作品についての語りの分析もまた、こうした読み
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の流れの中にあると考えられるだろう。言い換え
るならば、漫画やドラマといった物語について、
登場人物をあたかも現実の人物であるかのように
読み、そこに自分自身の感情を投影して読まれて
いることを前提として、語りの理解も行われてい
たと考えられるだろう。

一方で、キャラという側面に関して、伊藤
(2005)のキャラ論を踏まえながら、東(2007)は、
文芸評論の主流であり物語と現実とを対応させる、
つまり『NANA』の登場人物を友達の友達のよ
うに語りうるような「自然主義的な読解」に対し
て、キャラを中心に展開されるライトノベルなど
のキャラクター小説の読解においては、物語と現
実の間に環境の効果を挟み込んで理解するような
「環境分析的な読解」を行う必要があるという。
自然主義的な読解が「作家がある主題を表現する
ためにある物語を制作し、そしてその効果は作品
内で完結していると考える」(東，2007)というも
のであるのに対して、環境分析的な読解とは「作
家がその物語に意図的に込めた主題とは別の水準
で、物語がある環境に置かれ、ある形で流通する
というその作品外的な事実そのものが、別の主題
を作品に呼び込んでくると考える」という態度だ
という。つまり、キャラを中心とした小説は、そ
の物語自体がどの作品に影響を受けているのか、
どの出版社から発売されるのか、どのキャラと類
似点があるのかなど、どのような環境の中に置か
れているのか、ということを踏まえて理解する必
要があるという。ここで、東(2007)の「環境分析
的な読解」にも表れているように、伊藤(2005)か
ら続くキャラ論が、メタ的な構造を持っているこ
とを確認しておきたいと思う。つまり、キャラク
ターがあくまで物語の内部から出ることなく、そ
の物語を構成する要素として使われる言葉である
のに対して、キャラは「『キャラ』であることの
強度とは、テクストに編入されることなく、単独
に環境の中にあっても、強烈に『存在感』を持つ
ことと規定できる」(伊藤，2005)とされているよ
うに、その物語自体の文脈から遊離することがで
きるのだ。つまり、キャラとは物語自体から遊離
し、物語そのものを外部から眺めることができる
メタ的な視点をその本質として持っていると考え
られるだろう。

3 ．現代を生きる「キャラ」

ここまではキャラのあり方について、伊藤
(2005)の議論を下敷きにしながら、主に漫画など
におけるキャラについて検討してきた。しかし、
現代においてキャラが問題となるのは、必ずしも
漫画やアニメに限るものではない。土井(2009)の
言うように、キャラという言葉は現代を考える上
で重要な言葉となっていると考えられるからであ
る。土井(2009)は、「今日の若い世代は、アイデ
ンティティという言葉で表されるような一貫した
ものとしてではなく、キャラという言葉で示され
るような断片的な要素を寄せ集めたものとして、
自らの人格をイメージするようになっています」
と述べている。実際、千島・村上(2015)は大学生
を対象に行った調査研究を通して、「あなたは‘＿
＿キャラ’と周囲から呼ばれることがあります
か？」という質問に対して、「はい」と回答した、
友人関係においてキャラを意識している人が、調
査対象者の半数以上(52.5％)いることを示してい
る。そして、友人関係においてキャラがあること
で、「コミュニケーションの取りやすさ」、「存在
感の獲得」、「理解のしやすさ」といったメリット
がある一方で、「固定観念の形成」、「言動の制限」、
「キャラへのとらわれ」というデメリットを感じ
ていることを示している。

キャラを考える上で重要視されているのは、鷲
田(2002)が「ディレクターの視点」という言葉で
表現しているように、集団の中での役割である。
つまり、その場の会話がうまく展開すること、そ
の空間でのコミュニケーションが円滑に行われる
ことなどが優先されるといえるだろう。つまり、
メタ的な視点から自分自身の存在をとらえる際に
優先されることは、自己意識の基礎となるような、
社会の中に生きる自分のあり方についての葛藤で
はなく、集団の中での役割だと考えられるだろう。
集団の中に自分の居場所を失わないために、その
集団で求められているキャラを生み出すことにつ
ながると考えられる。

だからこそ、東京大学とベネッセによる中学生
へのアンケート(渡辺，2011)の結果、およそ 3 割
の生徒が「自分の気持ちと違っていても人が求め
るキャラを演じる」という質問に「はい」と回答
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していることが示されているように、キャラは自
分自身の気持ちとは無関係に“演じられる”ものな
のだ。ここにも、自分自身を集団の中での役割と
して位置づけようというメタ的な視点があること
を確認しておきたい。そして、中学生が意識する
というキャラについて、千鳥・村上(2016)は「中
学生では、キャラ行動をするほど心理的適応が損
なわれやすいという結果が得られた」という。つ
まり、「中学生にとっては、友人から与えられた
受け入れ難いキャラに沿って行動することは、演
技性や苦痛を伴うものであるため、心理的適応を
大きく損なうことに影響する」(千島・村上，
2016)と考えられるというように、演技性を伴い、
それが心理的な苦痛にもつながっていると考えら
れる。

こうしたキャラの特徴として、土井(2013)は
「時間の成長とともに成長していかないのもキャ
ラの特徴である。ハローキティやミッフィーに至
ってはその表情ですら固定化され、まったく変化
しない。物語から派生したキャラも、純粋にキャ
ラとして確立されるにつれ、もとの物語に依存し
ない独自の実在感を獲得するようになる。人間の
場合も同様で、初期設定された単純なイメージで
人格を固定してやれば、お互いの反応の予想がし
やすくなり、人間関係の見通しもよくなる。個別
の文脈を考慮しないで済むからである」と述べて
いる。つまり、キャラクターが物語の登場人物と
して、物語の中で変化・成長していくのに対して、
キャラはそうした成長がみられないという特徴が
あると考えられる。それは、千鳥・村上(2015)の
調査で、「理解のしやすさ」といったメリットの
一方で、「固定観念の形成」がデメリットとして
挙げられていたように、キャラが個人の内面や特
徴というよりも集団の中での役割を指すものであ
り、個人の成長よりも集団におけるコミュニケー
ションがスムーズに行われることを優先するもの
だからだと考えられるだろう。集団のコミュニ
ケーションを優先するとき、初期設定としてのキ
ャラが変わることは、コミュニケーションの質に
変化をもたらすものとなってしまうからである。
そこでは、個人の葛藤や内的な成長から遊離して、
常にメタ的に自分自身が集団の中でどのような役
割を担っているのかを意識して、その役割をこな
し続けることが求められる。確かに、キャラがあ

ることによって集団の中での役割がわかりやすく
なり、滝口(2011)や川島(2014)が示しているよう
に、コミュニケーションを円滑にするというメリ
ットは考えられるだろう。しかし、東京大学とベ
ネッセによる中学生のアンケート(渡辺，2011)に
見られたように、キャラが自分の気持ちとは必ず
しも関係なく演じられるものである限り、その人
自身の感情や葛藤、アイデンティティなどといっ
た個人の特性が必ずしも考慮されるわけではない。
そこで強調されるのは、“ノリ”や“空気”として表
現されるような集団やその場の雰囲気だといえる。
つまり、その場の“ノリ”や“空気”が適切に運営さ
れることが重要なのであり、そうした複数の人に
よって作り上げられる集団の構成員として、そこ
でのコミュニケーションがスムーズに進むことが
重要になっていると考えられる。むしろそこで個
人の内面などを持ち出すことはナンセンスですら
ある。それは、ちょうど二次創作のノリを一次創
作からかけ離れていると非難することに似ている。
鷲田(2002)がキャラのあり方をテレビの「ディレ
クターの視点」として表現しているように、重要
なことはそこで行われているコミュニケーション
が滞りなく行われることであり、個々人の感情や
内面、あるいは人生などはそこでは重要な役割は
持っていないといえるだろう。

4 ．ポップミュージックとメタ的な視線

ここまでは現代について考えるためにキャラと
いうキーワードについて考えてきた。そして、
テーマとして一次的な文脈から遊離するメタ的な
視点があると考えられたのだった。ここで見てき
たメタ的な視点というものがいわゆる自分に対す
る意識、つまり自己意識とは異なっているのかと
いう疑問が生じる。アイデンティティの確立にと
って「自分は何者か」という意識が重要と指摘さ
れている(宮下，1999)ように、自分自身に対する
意識である自己意識は、自分とは社会の中でどう
いった特徴を持った存在であり、どのように生き
ているのかというアイデンティティの確立にかか
わる感覚だということができるだろう。つまり、
そこで問題となるのは、自分自身の存在のあり方
である。自分の好きなものは何か、自分の能力は
どのようなものか、自分と周囲の関係はどのよう
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なものかといった、周囲との関係や周りからの評
価、周囲の視線などについて、自分自身を中心と
して考えることを自己意識として考えることがで
きる。そして、それはアイデンティティという言
葉がライフサイクルの中の用語として用いられて
きていることが示しているように、自分が成長し
ていくうえで重要な役割を果たしているものだと
考えられる。つまり、葛藤の解消や内面の成長と
いったテーマと深くかかわっていると考えられる。

それに対して、さやわか(2015)は芸能人の演じ
るキャラについて、お笑い芸人の狩野英孝や元ア
イドルで女優の早見あかりのインタビューなどか
ら彼らのキャラのあり方について分析する中で、
彼らが自分自身のキャラを立たせるために意識的
にキャラを用いていることを明らかにし、「狩野
英孝や早見あかりについては、彼らが本来的にも
つとされる一貫した内面、アイデンティティがど
のようなものであるかは、ほとんど問題になって
いない」と述べている。さらに、「厳密にそれは
一般に個性と呼ばれるものでもなく、その役割さ
え果たしていれば、実際にそういう個性を身につ
けている必要もないのだ」(さやわか，2015)とい
うように、キャラはいわゆるアイデンティティか
らは遊離したものだというのだ。

そうしたキャラのあり方についてさらなる示唆
を与えてくれるのが、相対性理論のやくしまるえ
つこのインタビューに見られる語りである。やく
しまるえつこはインタビューの中で「作品に一般
的な 『メンバーの素顔』 のようなものや､ 『作品に
付随するサイドストーリー』が必要な場合は、そ
れらを含めた作品として、そのようにすべきだと
は思いますが、今のところその要素は『相対性理
論』 の音楽には必要ないかと｡ 『排する』 『しない』
ということすら『サイドストーリー』の部類に含
まれてしまうのですから、『音楽のみをフラット
に』というのも難しいと思います」(土佐，2011)
と述べている｡ さやわか(2015)は､ こうしたやく
しまるのあり方を、90年代までに『ROCKIN’ON
JAPAN』などの雑誌を中心に行われた心理主義、
つまりアーティストの表現は、そのアーティスト
自身の「センシティブで複雑な内面の発露」とし
て作り上げられたものだという考え方から離れ、
「相対性理論とは、あるいはやくしまるえつこと
は、楽曲やライブパフォーマンスのみならず、ジ

ャケットなどに描かれたイラストレーション、メ
ディア上での奇矯な言動に至るまでを含めてパッ
ケージ化されたコンセプトそのものなのである」
(さやわか，2015)と述べている。つまり、“アー
ティスト”としてのやくしまるえつこ個人の内面
の発露、あるいは感情の吐露として表現が行われ
ているのではなく、どのように見せるのか、楽曲
以外でどのようなイメージを提示するのかといっ
た印象を含めて、コンセプトそのものを提示する
ということだと考えられる。そこで重要だと考え
られるのが、やくしまるの言う「サイドストー
リー」(土佐，2011)についてである。やくしまる
はインタビューの中で「メンバーの素顔」もまた
一つのサイドストーリーとなりうると述べている。
つまり、内面の発露として提示することもまた、
どのように楽曲を提示するかというコンセプトの
一つになると言える。水曜日のカンパネラのコム
アイが「主演」とされていることも同様の文脈で
考えられるだろう。

ここでやくしまるの言う「『作品に付随するサ
イドストーリー』が必要な場合は、それらを含め
た作品として、そのようにすべき」(土佐，2011)
という態度は、東(2007)の言う環境分析的な方法
だと考えられるだろう。つまり、ライトノベルな
どの文芸作品だけではなく、アイドルソングやポ
ップスなどの音楽もまた、自然主義的な読解のみ
ではなく、環境分析的な読解が求められることを
示していると考えられる。作品は“素顔”のアーテ
ィストのナイーブな内面の発露として読み取られ
るような自然主義的な理解ではなく、その作品が
外的な環境としてどのようなアーティストによっ
て、どのような流通方法で、どのようなプロモー
ション方法で販売されるのか、あるいはどのよう
なメディア展開をされるのか、されないのかとい
った、その作品が置かれた外的な文脈との関係の
中で、つまり一次的な物語としての作品自体のみ
ではなく、その作品がどのような文脈の中にある
のかといったメタ物語的な、二次的な物語の中で
理解される必要があると考えられる。

5 ．現代のアイドルと『サイレントマジ
ョリティー』

ここまでは、キャラという言葉をキーワードと
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して、現代を生きる我々がメタ的な視点を持って
生きざるを得ないという状況について考察してき
た。

では、そうした現代を生きる我々にとって、ア
イドルを語ることがどういった意味を持っている
のだろうか。ここでは欅坂46の『サイレントマジ
ョリティー』という楽曲を例にとりながら、考察
を進めていきたいと思う。『サイレントマジョリ
ティー』とは2016年 4 月 6 日に発売された欅坂46
のデビューシングルであり、作曲をバグベア、作
詞を秋元康が務めている。『サイレントマジョリ
ティー』は発売後、オリコンの発表する CD シン
グルランキングで売上26万1580枚を記録して週間
1 位を獲得し、同曲のミュージックビデオは筆者
が原稿を書いている2016年12月の時点で Youtube
での再生回数が3400万回を超えている。2016年で
は、最もヒットしたアイドルの楽曲うちの一つと
いうことができるだろう。では、ここで、『サイ
レントマジョリティー』の歌詞の一部を引用して
みよう。

人が溢れた交差点を／どこへ行く？(押し
流され)／似たような服を着て／似たような
表情で…／

君は君らしく生きて行く自由があるんだ／
大人たちに支配されるな／初めから そうあ
きらめてしまったら／僕らは何のために生ま
れたのか？／

『サイレントマジョリティー』について、萩原
(2016)が楽曲を解説する上で「《人が溢れた交差
点を どこへ行く？ 似たような服を着て 似た
ような表情で…》それはまさに今歌っている彼女
たちのことであり、同時にそれを聞くわれわれの
ことである」と指摘するように、そこには一つの
パラドックスが存在している。つまり、“大人”で
ある作曲家や作詞家の作った楽曲で、アイドルが
「大人たちに支配されるな」と歌っているという
点である。楽曲の感想として、“自分たちのこと
ではないか”という意見が散見される。

しかし、こうしたアイドルについての見方は、
山下(2011)の指摘するように秋元康の歌詞を見る
上では必ずしも珍しいものではない。小泉今日子
の『なんてったってアイドル』から、乃木坂46の

『制服のマネキン』など、少しメタ的な視点から
見たアイドル性や、アイドルの自己言及性は秋元
康の提示するアイドル像としては決して珍しいも
のではない。また、秋元康に限らずアイドルの自
己言及性は Negicco の『アイドルばかり聴かな
いで』(作詞・作曲：小西康陽)やでんぱ組 .inc の
『W.W.D』(作詞・作曲：前山田健一)のように
一般的にもよく見られるものである。それは、虚
構として作り上げられる「あやつり人形」として
のアイドルの持つ一つの特性と考えることができ
るだろう。つまり、アイドルがプロデューサーな
どによって作り上げられるものであるがゆえに、
アイドル自身を客観的に見る視点がまとわり続け
ることになると考えられる。

ただ、『サイレントマジョリティー』が他の自
己言及的な楽曲と比べて少し変わっているのは、
その中に直接的に自己言及する歌詞が含まれてい
ないという点である。歌詞は、メンバーの内面の
発露ともとりうるような一般的なメッセージソン
グのようであり、特に自己言及性は見られないよ
うに思われる。では、どのように考えることがで
きるのだろうか。

それはメンバーの内面の発露としてのメッセー
ジソングを歌っている、あるいは、自己意識的な
自己言及性としてではなく、むしろ、やくしまる
えつこが楽曲をどのように提示するかもまた一つ
のサイドストーリーになるということを述べてい
るように、グループがどのように見られ、どうい
った役割を期待されているのかを理解した上で歌
われていることを前提として聴く必要があるので
はないだろうか。つまり、欅坂46というグループ
が、あるいはアイドルという存在が現代どのよう
にみられているのかということを理解した上で、
それらを引き受けるというメッセージとして作ら
れている楽曲と考えることができる。

言い換えると、『サイレントマジョリティー』
について考える上で重要なのは、客観的な視点で
捉えられる自分自身をさらにメタ的にとらえる視
点だと考えられる。それは、これまでに繰り返し
言われてきた、自分自身をどのように見せるのか
という自己言及的な意味、つまり自分がどのよう
に見られているのか、評価されているのかという
ことだけではなく、そのグループがどのように見
られ、アイドルがどのように評価されているかな
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ど、彼ら彼女らをつくる構造自体がどのように評
価されているかという構造そのものを冷静に見る
メタ的な視点があるということである。さらに、
そこには自分がどのように見られているのかとい
うことを意識しているということ自体が見られて
いる、ということを意識しているという、幾重に
も重ね合わされるメタ的な視点があると考えられ
る。

濱野(2012)が AKB48 について語るうえで言及
する、前田敦子が AKB48 のセンターを決める総
選挙で 1 位に返り咲いた際の「こんなに支えてく
ださっている皆さんがいるのに、どこかで孤独と
闘いながら毎日過ごしてきた部分もありました。
もちろん私のことが嫌いな方もいると思います。
一つだけお願いがあります。私のことが嫌いでも、
AKB のことは嫌いにならないでください」とい
うセリフや、AKB48 のライブの舞台裏を追った
ドキュメンタリー『DOCUMENTARY of AKB48
Show must go on 少女たちは傷つきながら、夢を
見る』に見られる、疲労や過呼吸でフラフラにな
りながら『フライングゲット』のセンターを笑顔
で務めた場面で前田敦子が引き受けようとしたも
のもまた、同様にメタ的にみられている自分をさ
らに意識し、引き受ける態度だといえるだろう。
つまり、前田敦子の所属するグループ内での関係
のみならず、スタッフとの関係やファンなどとの
関係の中で求められている役割のすべてだと考え
られる。そこで前田敦子が象徴するアイドルが引
き受けようとしていることは、自分自身の葛藤や
感情のみならず、スタッフらの思いや意向であり、
ファンやファンではない人々による自分のことを
批判的にみるメタ的な視点、さらにはそれらを意
識している自分自身の思い、そうした外的な視線
を意識するアイドル自身をさらに批評的に眺める
他者の視点、そうしたファンらの思いを知ってい
るスタッフの視点など、幾重にも重ね合わされた
メタ的な視点のすべてと考えられる。濱野(2012)
は AKB48 の前田敦子の「私のことが嫌いでも
～」という言葉を「利他性」という言葉で表現し
ているが、それがファンにとって利他的だと感じ
られるのは、メタ的な視点を意識せざるを得ない
我々の生きる苦しみがアイドルに投影され、それ
らを一身に引き受ける姿、つまり代受苦の姿をそ
こに立つアイドルに見るからなのではないだろう

か。

6 ．人形としてのアイドルとキャラ

ここまでアイドルについてみてきたが、ここで
改めて現代においてアイドルについて語ることの
意義について考えたいと思う。そこで重要となる
キーワードは、キャラとして表現されるような、
幾重にも重ね合わされたメタ的な視点を引き受け
る態度だと考えられる。

土井(2015)の言うように、現代の特徴を考える
うえでインターネットメディアの発展を無視する
ことはできないと考えられる。つまり、インター
ネットメディアが一般化したことにより、あらゆ
る情報が相対化されることになった点である。
Twitter などでの情報が日々発信される現代にお
いて、旧来のマスメディアが特権的にもっていた
情報の力は相対化され、批判的な視点を得ること
が困難ではなくなったと考えられる｡ そして､ 個々
人がブログや Facebook、Twitter、Instagram な
どで発信していくようになったとき、その批判的
で情報を相対化する視点は、個々人に対しても向
けられることになる。Twitter などで自分自身の
ことを書き込むとき、常に自分自身が客観的に評
価されるということを受け入れ続けるしかないの
だ。槙田(2012)はそうした常にインターネット上
で批判・批評にさらされる状態について、「最近
の傾向としてメタ的な人が多すぎると思います」、
「職場でも、学校でも、ちょっとでも目立つよう
なことをするとネットで噂をされる。フェイスブ
ックやツイッターですぐに情報が出まわる。それ
を恐れて言いたいことが言えない。思い通りに動
けない。ちょっとした失言や失敗も許されない」
と述べ、そうした状態のことを「つっこみ過多」
と表現している。つまり、つっこまれることを恐
れてしまい、自分自身もまたつっこみの側にまわ
る、メタ的に批判的に物事を見るようになる傾向
が強いというのだ。

e メールが、引用しながらの返信が可能である
とはいえ、一回一回のメールが互いに独立したテ
キストであるのに対して、Twitter や Instagram、
LINE を通したコミュニケーションは24時間開か
れている。Twitter や Instagram のアカウントを
開くとわかるように、最新の投稿のいくつががい
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つでも見ることが可能であり、少し下にスクロー
ルすることによって、かつての発言や写真までも
がすべて羅列されている。また、LINE にしても、
吹き出しの連続として自分の発言と他者の発言と
が常に参照可能な状態に置かれることになる。 e
メールが、メールを送信した瞬間、あるいは受信
した瞬間のみのコミュニケーションであるのに対
して、Twitter や LINE では、常に我々の表象は
相手から見られ、そして相手とコミュニケーショ
ンを行っているということができるだろう。イン
ターネットに接続されたガジェット機器が常に
我々の身近にあることが前提とされる環境が整備
されることによって、我々のコミュニケーション
は常に他者に開かれている。言い換えるならば、
いついかなる時にも他者に見られ続けているとい
う現状が生まれることになるのだ。

そこで特に注目するべきだと考えるのは、非常
にプライベートな次元でのコミュニケーションが
常に開いた状態になり続けるという点である。一
般に我々は、自分自身のプライバシーを他者にむ
やみにさらすことは避け、必要な時に必要に応じ
て開示することが適切だと考えているのではない
だろうか。それに対して、常に開かれ続ける
Twitter や LINE、Instagram を通したコミュニ
ケーションにおいては、いつ誰によって、どのよ
うな形でそれらの内容がスクリーンショットで撮
られて外部に流れるかもしれない。そこにおいて
は、自分自身のプライベートな、つまり自分自身
の葛藤や悩みなどもまた、公開しているのが共感
してもらえると信じている友人にのみであっても、
常に“第三者から見てどのように見えるか”という
メタ的な視点が入り込むことになる。それは当然
ながら、大澤(2009)が述べる「第三の審級」に当
たる神やお天道様ではなく、つまり、倫理観の基
礎になる“神は常に見ている”、という感覚をもた
らす超越的な存在ではなく、時に批判的な具体的
な誰かである。

そして、現代においては、アイドル自身もまた
Twitter や Instagram、755などのツールを使っ
て、日常的に一個人として発信をすることが当た
り前になっている。そして、そういったツールを
使うことで明らかにされるのは、舞台上で作り上
げられた虚構としてのアイドル像、テレビという
メディアを通して作られたアイドルの姿ではなく、

一人の当り前の人としての姿だと考えられる。こ
こに、アイドルが生きた人間であるということの
意味があるのではないだろうか。つまり、アイド
ルが「あやつり人形」であるというならば、それ
はアニメキャラや初音ミクなどのボーカロイドで
もよいのかもしれない。しかし、現代を生きる
我々が生きざるを得ない幾重にも重ね合わされた
メタ的な視点が凝縮されているのが現代のアイド
ルだと考えるならば、濱野(2012)が一人で
AKB48 を背負おうとする前田敦子の姿を強調し
て語るように、当たり前にいる一人の人間が苦し
みながらそこに立っているということが重要にな
ると考えられる。そこにこそ、我々の苦しみを投
影した代受苦の姿を見出すことができるからだ。
実際、宇野(2011)が「ファンコミュニティがキャ
ラクターを『発見』し、制作サイドがそれをパロ
ディ的に増幅する逆転現象は、AKB48 というユ
ニットをおそらく国内のキャラクター文化の最前
線に位置付けている」と述べるように、AKB グ
ループなどのアイドルの中ではファンから見た、
つまり、メタ的に見た自分の役割であるキャラを
意識することが重要になっていると考えられる。
言い換えるならば、そうしたメタ的な視線を意識
し、それを引き受け続けることが重要になってい
るといえるだろう。

このように見ていくと『サイレントマジョリテ
ィー』の持つメッセージ性がよりよくわかるよう
に思われる。それは環境分析的に、現代における
アイドル、あるいは AKB グループがどのような
視点で見られているのか、そしてそのように見ら
れているということ自体をアイドルたち本人が強
く意識し、その上で歌っているという構造を理解
して聴く必要があると考えられる。つまり、「君
は君らしく生きて行く自由があるんだ／大人たち
に支配されるな」という歌詞は、決して心理主義
的にとらえられるように欅坂46のメンバーが楽曲
を聞くファンにそのまま歌いかけているのではな
い。そこには、『サイレントマジョリティー』を
“歌わされている”アイドルの姿があり、それを
“支配”している“大人”であるプロデューサーや周
りのスタッフの姿が見えている。裏側が見えると
いうことは虚構としては決してよくできたものと
は言えないのかもしれない。しかし、そこにある
アイドルの持つ欺瞞や、ファンやアンチの思い、
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仕事として関わっているスタッフといった“大人”
の意向などをすべて引き受けたうえでアイドルが
歌うとき、この歌はプロデューサーからのメン
バーへの強いメッセージとなり、さらにはそれら
を引き受けたアイドルから楽曲を聞くファンへの、
メタ的な視線を引き受けながらも“自分らしく生
きよう”という強いメッセージを持った楽曲とな
ると考えられるのである。そのためには、アイド
ルが一人の人としてその苦しみを引き受けそこに
立っているということこそが重要なのだろう。そ
こに、メタ的で批判的な視線を向ける我々自身の
姿が投影されるからこそ、そうしたメタ的な視線
のすべてを引き受けながら立ち続けているアイド
ルの姿が共感を呼ぶのではないだろうか。

7 ．最後に、現代にアイドルについて語
ること

最初に見たように、本稿は心理臨床の場面にお
いてアイドルを語るということの意味や、そこで
語られていることを理解するために、現代の特徴
やアイドルについて検討してきた。その中で見え
てきたのが、幾重にも重なるメタ的な視点を生き
る我々自身の姿であり、メタ的な視点を引き受け
て舞台上で歌を歌うアイドルたちの姿であった。

上に見たように、インターネット上で自分自身
のプライベートを晒す、あるいは晒されることが
当たり前になっている現代において、また、あら
ゆるメディアや言説が相対化され、常に批判的な
視点で語られる現代において、そうした自分自身
に向けられる周囲からの視点をメタ的に意識する
ことが必要不可欠になっていると考えられる。キ
ャラという言葉にはそうした現代のあり方が象徴
的に表れているように思われる。そして、『サイ
レントマジョリティー』の歌詞に見られたように、
現代のアイドルに投影されているものは、キャラ
という言葉によって示されるような、幾重にも重
ね合わされるメタ的な視点を引き受けて生きざる
を得ない我々の姿だと考えられるのではないだろ
うか。あるいは、アイドルについて語るというこ
との中でも重要なことは、そこで語られている内
容なのではなく、環境分析的に、自分がアイドル
について語っているということ、つまりアイドル
オタクであること、言い換えるならば“ドルヲタ

キャラ”であるということ自体にある可能性も考
えられる。“アイドル好き”というキャラである
「私」をメタ的に見る視点があり、自分がどのよ
うに評価されるのかということを意識しながら、
その中でどのように生きていくのか、ということ
がテーマとなっている可能性も考えられるだろう。
構造や文脈をきちんと理解せずに、心理主義的に
意味を求めようとすると誤解をしてしまうのかも
しれない。

本稿では、キャラという視点から現代に心理臨
床の場面でアイドルについて語ることの意義を考
察してきた。その中で検討されたことは、現代に
生きる我々が幾重にも重なり合ったメタ的な視線
を引き受けて生きざるを得ないということであり、
アイドルにはそうした幾重にも重なり合ったメタ
的な視線を引き受ける苦しみが投影されていると
考えられるという点であった。ただし、それは文
献による考察であって、臨床について考える上で
は限定的な理解にとどまっていると考えられる。
臨床における意義については、実際の事例につい
て詳細に検討することでさらに考察を深めていく
ことが必要であろう。
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